
(57)【要約】
【課題】水溶性、清涼感の発現の遅延性および清涼感の持続性に優れた清涼剤を提供する
こと。
【解決手段】一般式（Ｉ）：
【化１】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（式中、Ｘ－ 　 は陰イオンを示す）で表されるＮ，Ｎ，Ｎ－トリメチルグリシンメンチル
エステル塩を含有してなる清涼剤、ならびにさらに、１－メントール、乳酸メンチルおよ
びメンチルグリセリルエーテルからなる群より選ばれた少なくとも１種の清涼感調整剤を
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
一 般 式 （ Ｉ ） ：
【 化 １ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（ 式 中 、 Ｘ － 　 は 陰 イ オ ン を 示 す ）
で 表 さ れ る Ｎ ， Ｎ ， Ｎ － ト リ メ チ ル グ リ シ ン メ ン チ ル エ ス テ ル 塩 を 含 有 し て な る 清 涼 剤 。
【 請 求 項 ２ 】
Ｘ が 塩 素 原 子 で あ る 請 求 項 １ 記 載 の 清 涼 剤 。
【 請 求 項 ３ 】
さ ら に 、 １ － メ ン ト ー ル 、 乳 酸 メ ン チ ル お よ び メ ン チ ル グ リ セ リ ル エ ー テ ル か ら な る 群 よ
り 選 ば れ た 少 な く と も １ 種 の 清 涼 感 調 整 剤 を 含 有 し て な る 請 求 項 １ ま た は ２ 記 載 の 清 涼 剤
。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 清 涼 剤 に 関 す る 。 さ ら に 詳 し く は 、 頭 皮 頭 髪 化 粧 料 、 ボ デ ィ ケ ア 用 化 粧 料 、 口
腔 用 化 粧 料 な ど の 化 粧 料 や 、 皮 膚 外 用 医 薬 品 な ど に 好 適 に 使 用 し う る 清 涼 剤 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
一 般 に 、 １ － メ ン ト ー ル は 、 食 品 類 、 練 り 歯 磨 き 、 チ ュ ー イ ン ガ ム 、 う が い 薬 、 貼 布 剤 、
頭 髪 育 毛 剤 、 制 汗 剤 、 シ ェ ー ビ ン グ ク リ ー ム 、 タ バ コ の フ レ ー バ ー な ど に 、 清 涼 感 を 与 え
る 香 料 と し て 広 く 用 い ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
し か し 、 １ － メ ン ト ー ル は 、 昇 華 し や す い 化 合 物 で あ る た め 、 例 え ば 、 皮 膚 な ど に 塗 布 し
た と き に 長 時 間 清 涼 感 が 持 続 せ ず 、 季 節 に よ っ て も 感 じ 方 が 異 な る が 、 ３ ０ 分 間 か ら １ 時
間 程 度 で 清 涼 感 は 激 減 す る と い う 欠 点 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
そ こ で 、 １ － メ ン ト ー ル が 有 す る 欠 点 を 解 消 す る 清 涼 剤 と し て 、 １ － メ ン ト ー ル の 水 酸 基
を 化 学 修 飾 し た 乳 酸 メ ン チ ル や メ ン チ ル グ リ セ リ ル エ ー テ ル が 提 案 さ れ て い る （ 例 え ば 、
特 許 文 献 １ お よ び 特 許 文 献 ２ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
し か し 、 １ － メ ン ト ー ル を 含 む こ れ ら の 化 合 物 は 、 い ず れ も 水 溶 性 に 乏 し い た め 、 配 合 の
際 に 、 エ タ ノ ー ル や 界 面 活 性 剤 を 併 用 す る こ と が 必 要 で あ る 。 し か し な が ら 、 エ タ ノ ー ル
を 多 量 に 配 合 し た 場 合 に は 、 皮 膚 に 刺 激 を 与 え る こ と が あ る の で 特 に 敏 感 肌 を 持 つ 人 に 対
し て 好 ま し く は な く 、 ま た 容 器 な ど の 種 類 に 制 約 を 受 け 、 さ ら に エ タ ノ ー ル は 引 火 性 が あ
る の で 、 安 全 性 の 面 で も 制 約 を 受 け る と い う 欠 点 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
ま た 、 界 面 活 性 剤 を 用 い た 場 合 、 一 般 に 脂 溶 性 物 質 は 経 皮 吸 収 さ れ や す く 、 水 溶 性 物 質 は
経 皮 吸 収 さ れ に く い と こ ろ 、 界 面 活 性 剤 は 、 経 皮 吸 収 性 を 高 め る 作 用 を 呈 す る た め 、 界 面
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活 性 剤 と 清 涼 剤 と を 併 用 し た と き に は 、 １ － メ ン ト ー ル が 清 涼 感 を 発 現 す る の と 同 じ よ う
な 時 期 に 清 涼 感 が 発 現 さ れ る と い う 欠 点 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
し た が っ て 、 近 年 、 水 溶 性 に 優 れ 、 清 涼 感 の 持 続 性 に 優 れ た 清 涼 剤 の 開 発 が 望 ま れ て い る
。
【 ０ ０ ０ ８ 】
【 特 許 文 献 １ 】
独 国 特 許 第 ２ ５ ３ ７ ３ ３ ９ 　 号 明 細 書
【 特 許 文 献 ２ 】
特 開 平 ９ － ２ １ ７ ０ ８ ３ 号 公 報
【 ０ ０ ０ ９ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
本 発 明 は 、 前 記 従 来 技 術 に 鑑 み て な さ れ た も の で あ り 、 水 溶 性 、 清 涼 感 の 発 現 の 遅 延 性 お
よ び 清 涼 感 の 持 続 性 に 優 れ た 清 涼 剤 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
本 発 明 は 、 一 般 式 （ Ｉ ） ：
【 ０ ０ １ １ 】
【 化 ２ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ １ ２ 】
（ 式 中 、 Ｘ － 　 は 陰 イ オ ン を 示 す ）
で 表 さ れ る Ｎ ， Ｎ ， Ｎ － ト リ メ チ ル グ リ シ ン メ ン チ ル エ ス テ ル 塩 （ 以 下 、 単 に 「 Ｎ ， Ｎ ，
Ｎ － ト リ メ チ ル グ リ シ ン メ ン チ ル エ ス テ ル 塩 」 と い う ） を 含 有 し て な る 清 涼 剤 に 関 す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
本 発 明 の 清 涼 剤 は 、 Ｎ ， Ｎ ， Ｎ － ト リ メ チ ル グ リ シ ン メ ン チ ル エ ス テ ル 塩 を 含 有 す る も の
で あ る 。 本 発 明 の 清 涼 剤 は 、 こ の よ う に Ｎ ， Ｎ ， Ｎ － ト リ メ チ ル グ リ シ ン メ ン チ ル エ ス テ
ル 塩 を 含 有 す る の で 、 優 れ た 水 溶 性 、 優 れ た 清 涼 感 お よ び 優 れ た 清 涼 感 の 持 続 性 を 発 現 す
る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
Ｎ ， Ｎ ， Ｎ － ト リ メ チ ル グ リ シ ン メ ン チ ル エ ス テ ル 塩 に お い て 、 一 般 式 （ Ｉ ） 　 中 の Ｘ －

　 は 、 陰 イ オ ン を 示 す 。 Ｘ の 具 体 例 と し て は 、 フ ッ 素 原 子 、 塩 素 原 子 、 臭 素 原 子 、 ヨ ウ 素
原 子 な ど の ハ ロ ゲ ン 原 子 、 Ｏ Ｈ な ど が 挙 げ ら れ る 。 こ れ ら の 中 で は 、 入 手 の 容 易 性 の 観 点
か ら 、 ハ ロ ゲ ン 原 子 が 好 ま し く 、 塩 素 原 子 が よ り 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ５ 】
Ｎ ， Ｎ ， Ｎ － ト リ メ チ ル グ リ シ ン メ ン チ ル エ ス テ ル 塩 は 、 例 え ば 、 １ － メ ン ト ー ル と モ ノ
ク ロ ル 酢 酸 と を エ ス テ ル 化 反 応 さ せ た 後 、 ト リ メ チ ル ア ミ ン で ４ 級 化 さ せ る こ と に よ っ て
得 る こ と が で き る 。 よ り 具 体 的 に は 、 パ ラ ト ル エ ン ス ル ホ ン 酸 の 存 在 下 で 、 １ － メ ン ト ー
ル と モ ノ ク ロ ル 酢 酸 と を 酢 酸 エ チ ル 中 で 脱 水 エ ス テ ル 化 さ せ る こ と に よ り 、 モ ノ ク ロ ル 酢
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酸 メ ン チ ル エ ス テ ル を 調 製 す る 。 モ ノ ク ロ ル 酢 酸 メ ン チ ル エ ス テ ル を 精 製 し た 後 、 加 熱 し
な が ら モ ノ ク ロ ル 酢 酸 メ ン チ ル エ ス テ ル に ト リ メ チ ル ア ミ ン 水 溶 液 を 徐 々 に 加 え て ４ 級 化
反 応 を 行 う こ と に よ り 、 Ｎ ， Ｎ ， Ｎ － ト リ メ チ ル グ リ シ ン メ ン チ ル エ ス テ ル 塩 を 得 る こ と
が で き る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
な お 、 Ｎ ， Ｎ ， Ｎ － ト リ メ チ ル グ リ シ ン メ ン チ ル エ ス テ ル 塩 を 調 製 す る 際 に 用 い ら れ る 触
媒 、 溶 媒 、 反 応 基 質 な ど の 量 は 、 適 宜 調 整 す れ ば よ い 。 ま た 、 生 成 し た Ｎ ， Ｎ ， Ｎ － ト リ
メ チ ル グ リ シ ン メ ン チ ル エ ス テ ル 塩 の 精 製 方 法 も 任 意 で あ り 、 種 々 の 方 法 を 採 用 す る こ と
が で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
本 発 明 の 清 涼 剤 を 、 例 え ば 、 皮 膚 に 適 用 し た 場 合 に は 、 そ の 塗 布 か ら ３ ０ 分 間 ～ １ 時 間 経
過 後 に 清 涼 感 を 発 現 さ せ る こ と が で き る と と も に 、 清 涼 感 を ３ ～ ４ 時 間 程 度 持 続 さ せ る こ
と が で き る 。 し た が っ て 、 本 発 明 の 清 涼 剤 を 清 涼 感 の 遅 延 性 を 発 現 さ せ る 目 的 で 使 用 す る
場 合 に は 、 Ｎ ， Ｎ ， Ｎ － ト リ メ チ ル グ リ シ ン メ ン チ ル エ ス テ ル 塩 は 、 清 涼 剤 に お い て 、 主
成 分 （ 含 有 量 ： ５ ０ ～ １ ０ ０ 　 重 量 ％ ） と す る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ８ 】
ま た 、 本 発 明 の 清 涼 剤 を 、 清 涼 感 を 早 期 発 現 さ せ る と と も に 清 涼 感 の 遅 延 性 を 発 現 さ せ る
目 的 で 用 い る 場 合 に は 、 Ｎ ， Ｎ ， Ｎ － ト リ メ チ ル グ リ シ ン メ ン チ ル エ ス テ ル 塩 と 、 １ － メ
ン ト ー ル 、 乳 化 メ ン チ ル お よ び メ ン チ ル グ リ セ リ ル エ ー テ ル か ら な る 群 よ り 選 ば れ た 少 な
く と も １ 種 の 清 涼 感 調 整 剤 と を 併 用 す る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ９ 】
清 涼 剤 に お け る 清 涼 感 調 整 剤 の 含 有 量 は 、 清 涼 感 の 早 期 発 現 の 程 度 お よ び 清 涼 感 の 遅 延 性
の 発 現 の 程 度 に よ っ て 異 な る の で 一 概 に は 決 定 す る こ と が で き な い た め 、 目 的 と す る 清 涼
感 の 発 現 時 期 に 応 じ て 適 宜 調 整 す る こ と が 好 ま し い 。 通 常 、 清 涼 剤 に お け る 清 涼 感 調 整 剤
の 含 有 量 は 、 ０ ～ ５ ０ 重 量 ％ 程 度 で あ る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
ま た 、 本 発 明 の 清 涼 剤 に は 、 本 発 明 の 目 的 が 阻 害 さ れ な い 範 囲 内 で 、 任 意 成 分 を 含 有 さ せ
る こ と が で き る 。 か か る 任 意 成 分 と し て は 、 例 え ば 、 水 、 香 料 、 着 色 剤 、 賦 形 剤 、 防 腐 剤
、 ｐ Ｈ 調 整 剤 な ど が 挙 げ ら れ る が 、 本 発 明 は 、 か か る 例 示 の み に 限 定 さ れ る も の で は な い
。 な お 、 任 意 成 分 の 量 は 、 そ の 種 類 に よ っ て 一 概 に 決 定 す る こ と が で き な い た め 、 そ の 種
類 に 応 じ て 適 宜 調 整 す る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ２ １ 】
本 発 明 の 清 涼 剤 は 、 例 え ば 、 さ わ や か で ひ ん や り と し た 冷 感 や 清 涼 感 を 持 続 す る こ と が で
き る の で 、 頭 皮 頭 髪 用 化 粧 料 、 ボ デ ィ ケ ア 用 化 粧 料 、 口 腔 用 化 粧 料 な ど の 化 粧 料 に 配 合 す
る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
頭 皮 頭 髪 用 化 粧 料 と し て は 、 例 え ば 、 ヘ ア ト ニ ッ ク 、 ポ マ ー ド 、 ヘ ア ス プ レ ー 、 ヘ ア ミ ス
ト 、 ム ー ス 、 ジ ェ ル 、 ヘ ア ワ ッ ク ス 、 シ ャ ン プ ー 、 リ ン ス 、 ト リ ー ト メ ン ト 、 ヘ ア ク リ ー
ム 等 が 挙 げ ら れ る が 、 本 発 明 は 、 か か る 例 示 の み に 限 定 さ れ る も の で は な い 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
ボ デ ィ ケ ア 用 化 粧 料 と し て は 、 例 え ば 、 収 斂 性 化 粧 水 な ど の 各 種 化 粧 水 、 ア フ タ ー シ ェ ー
ブ ロ ー シ ョ ン な ど の 各 種 ロ ー シ ョ ン 、 乳 液 、 マ ッ サ ー ジ ク リ ー ム や 栄 養 ク リ ー ム な ど の 各
種 ク リ ー ム 、 ア イ パ ッ ク 剤 や ペ ー ス ト 状 洗 い 流 し パ ッ ク 剤 な ど の 各 種 パ ッ ク 剤 な ど が 挙 げ
ら れ る が 、 本 発 明 は 、 か か る 例 示 の み に 限 定 さ れ る も の で は な い 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
口 腔 用 化 粧 料 と し て は 、 例 え ば 、 粉 歯 磨 、 潤 製 歯 磨 、 練 歯 磨 な ど の 歯 磨 剤 、 う が い 剤 、 チ
ュ ー イ ン ガ ム な ど が 挙 げ ら れ る が 、 本 発 明 は 、 か か る 例 示 の み に 限 定 さ れ る も の で は な い
。
【 ０ ０ ２ ５ 】
化 粧 料 に は 、 そ の 用 途 な ど に 応 じ て 任 意 成 分 を 含 有 さ せ る こ と が で き る 。 か か る 任 意 成 分
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と し て は 、 例 え ば 、 乳 化 剤 、 香 料 、 防 腐 剤 、 顔 料 、 栄 養 剤 、 保 湿 剤 、 紫 外 線 防 止 剤 、 育 毛
剤 な ど が 挙 げ ら れ る が 、 本 発 明 は 、 か か る 例 示 の み に 限 定 さ れ る も の で は な い 。 任 意 成 分
の 量 は 、 そ の 種 類 や 化 粧 料 の 種 類 な ど に よ っ て 異 な る の で 一 概 に は 決 定 す る こ と が で き な
い た め 、 通 常 、 本 発 明 の 目 的 が 阻 害 さ れ な い 範 囲 内 で 、 そ れ ら の 種 類 な ど に 応 じ て 決 定 す
る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
さ ら に 、 本 発 明 の 清 涼 剤 は 、 例 え ば 、 医 薬 品 、 医 薬 部 外 品 、 食 品 、 飲 料 な ど に 配 合 す る こ
と も で き る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
【 実 施 例 】
次 に 、 本 発 明 を 実 施 例 に 基 づ い て さ ら に 詳 細 に 説 明 す る が 、 本 発 明 は か か る 実 施 例 の み に
限 定 さ れ る も の で は な い 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
製 造 例 １ 〔 塩 化 Ｎ ， Ｎ ， Ｎ － ト リ メ チ ル グ リ シ ン メ ン チ ル エ ス テ ル の 調 製 〕
１ － メ ン ト ー ル ２ ０ ０ ｇ （ １ ． ３ ３ ２ ｍ ｏ ｌ ） 、 ク ロ ル 酢 酸 １ ５ ０ ． ４ ｇ （ １ ． ６ ０ ０ ｍ
ｏ ｌ ） 、 シ ク ロ ヘ キ サ ン ２ ０ ０ ｇ お よ び パ ラ ト ル エ ン ス ル ホ ン 酸 ２ ０ ｇ 　 を ５ ０ ０ ｍ Ｌ 　
容 の ５ つ 口 フ ラ ス コ に 仕 込 み 、 ７ ５ ℃ で ５ 時 間 加 熱 還 流 さ せ な が ら 、 発 生 す る 水 を 除 去 し
た 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
次 に 、 容 器 内 の 反 応 混 合 物 を １ ０ ％ 水 酸 化 ナ ト リ ウ ム 水 溶 液 ８ ０ ０ ｇ で 洗 浄 し 、 分 液 ロ ー
ト で 分 離 し 、 さ ら に 精 製 水 ２ ０ ０ ｇ で ｐ Ｈ が 中 性 と な る ま で 洗 浄 を 繰 り 返 し た 。 得 ら れ た
反 応 生 成 物 を 無 水 硫 酸 ナ ト リ ウ ム で 乾 燥 し 、 濾 過 し 、 エ バ ポ レ ー タ ー で シ ク ロ ヘ キ サ ン を
完 全 に 留 去 す る こ と に よ り 、 淡 黄 色 粘 稠 液 体 ２ ７ ０ ｇ を 得 た 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
得 ら れ た 液 体 １ ８ ６ ｇ （ ０ ． ８ ０ １ ｍ ｏ ｌ ） を ５ ０ ０ ｍ Ｌ 　 容 の ５ つ 口 フ ラ ス コ に 仕 込 み
、 ６ ０ ℃ に 加 熱 し た 後 、 こ れ に ト リ メ チ ル ア ミ ン ３ ０ ％ 水 溶 液 １ ５ ９ ｇ （ ０ ． ８ １ ０ ｍ ｏ
ｌ ） を 徐 々 に 滴 下 し た 後 、 さ ら に 室 温 で １ ２ 時 間 攪 拌 し た 。 ５ ０ ℃ で １ ． ３ ３ ｋ Ｐ ａ 　 の
減 圧 下 で こ の 液 体 を 濃 縮 し 、 乾 固 さ せ た 後 、 シ ク ロ ヘ キ サ ン ５ ０ ０ ｇ を 投 入 し 、 生 成 し た
白 色 固 体 を 濾 別 し た 。 得 ら れ た 白 色 固 体 を 十 分 に 減 圧 乾 燥 さ せ た と こ ろ 、 収 量 は 、 １ ７ ５
ｇ で あ っ た （ 収 率 ７ ５ ％ ） 。
【 ０ ０ ３ １ 】
得 ら れ た 化 合 物 は 、 以 下 の 物 性 を 有 す る こ と か ら 、 塩 化 Ｎ ， Ｎ ， Ｎ － ト リ メ チ ル グ リ シ ン
メ ン チ ル エ ス テ ル 〔 一 般 式 （ Ｉ ） 　 に お い て 、 Ｘ が 塩 素 原 子 で あ る 化 合 物 〕 で あ る こ と が
確 認 さ れ た 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
（ １ ） １ Ｈ － Ｎ Ｍ Ｒ （ Ｊ Ｅ Ｏ Ｌ 社 製 、 品 番 ： Ｊ Ｎ Ｍ － Ａ Ｌ ３ ０ ０ 、 ３ ０ ０ Ｍ Ｈ ｚ ） ： δ ＝
０ ． １ ９ ０ ｐ ｐ ｍ （ Ｃ Ｈ ３ ， 　 ｄ ， 　 ３ Ｈ ） 、 ０ ． ３ ０ ０ ｐ ｐ ｍ ［ （ Ｃ Ｈ ３ ） ２ ， 　 ｍ ，
　 ６ Ｈ ］ 　 、 ０ ． ５ ０ ０ ｐ ｐ ｍ （ － Ｃ Ｈ ２ － ， 　 ｍ ， 　 ２ Ｈ ） 、 ０ ． ９ ７ ６ ｐ ｐ ｍ （ － Ｃ
Ｈ ２ － ， 　 ｍ ， 　 ２ Ｈ ） 、 １ ． １ １ ｐ ｐ ｍ （ － Ｃ Ｈ ２ － ， 　 ｍ ， 　 ３ Ｈ ） 　 、 １ ． ４ ６ ７
ｐ ｐ ｍ （ Ｃ Ｈ ， 　 ｍ ， 　 １ Ｈ ） 　 、 ２ ． ７ ６ ０ ｐ ｐ ｍ ［ （ Ｃ Ｈ ３ ） ３ ， 　 ｓ ， 　 ９ Ｈ ） 　
、 ３ ． ７ ８ ０ ｐ ｐ ｍ （ － Ｃ Ｈ ２ － ， 　 ｓ ， 　 ２ Ｈ ）
（ ２ ） Ｉ Ｒ 　 〔 （ 株 ） 島 津 製 作 所 製 、 品 番 ： Ｆ Ｔ Ｉ Ｒ － ４ ２ ０ ０ に て 測 定 〕 ： 　 ３ ４ ７ ８
， 　 ２ ９ ５ ５ ， 　 １ ７ ４ ３ ， 　 １ ４ ９ ３ ， 　 １ ２ ５ ８ ， 　 １ ２ １ １ ， 　 １ ０ １ ６ ， 　 ９ ２
７ 　 ｃ ｍ － １

（ ３ ） 　 質 量 分 析 （ Ｍ Ｓ ） ： ２ ５ ６
（ ４ ） 　 元 素 分 析
測 定 値 ： Ｃ ： ７ ０ ． ５ ０ 　 、 Ｈ ： １ ２ ． ４ ０ 　 、 Ｎ 　 ： ５ ． ７ ６ 　 、 Ｏ 　 ： １ １ ． ３ ４
計 算 値 ： Ｃ ： ７ ０ ． ２ ０ 　 、 Ｈ ： １ １ ． ７ ９ 　 、 Ｎ 　 ： ５ ． ４ ６ 　 、 Ｏ 　 ： １ ２ ． ４ ８
【 ０ ０ ３ ３ 】
実 施 例 １ お よ び 比 較 例 １ ～ ３
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清 涼 剤 と し て 、 製 造 例 １ で 得 ら れ た 塩 化 Ｎ ， Ｎ ， Ｎ － ト リ メ チ ル グ リ シ ン メ ン チ ル エ ス テ
ル の １ ０ ％ 水 溶 液 （ 実 施 例 １ ） 、 １ － メ ン ト ー ル １ ０ ％ エ タ ノ ー ル 溶 液 （ 比 較 例 １ ） 、 乳
酸 メ ン チ ル １ ０ ％ エ タ ノ ー ル 溶 液 （ 比 較 例 ２ ） ま た は メ ン チ ル グ リ セ リ ル エ ー テ ル の １ ０
％ エ タ ノ ー ル 溶 液 （ 比 較 例 ３ ） を 用 い た 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
得 ら れ た 清 涼 剤 の 物 性 と し て 、 水 溶 性 、 清 涼 感 の 発 現 の 遅 延 性 お よ び 清 涼 感 の 持 続 性 を 以
下 の 方 法 に し た が っ て 調 べ た 。 そ の 結 果 を 表 １ に 示 す 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
（ １ ） 　 水 溶 性
清 涼 剤 １ ｇ と 水 ９ ｇ と を 混 合 し 、 ５ ０ ℃ で ２ 時 間 加 熱 し た 後 、 室 温 に ま で 冷 却 し た と き の
清 涼 剤 水 溶 液 の 状 態 を 観 察 し 、 以 下 の 評 価 基 準 に 基 づ い て 水 溶 性 を 評 価 し た 。
〔 評 価 基 準 〕
◎ ： 無 色 透 明 の 溶 液
○ ： や や 青 み の あ る 透 明 な 溶 液
× ： 結 晶 が 沈 殿 し て い る 溶 液
【 ０ ０ ３ ６ 】
（ ２ ） 　 清 涼 感 の 発 現 の 遅 延 性 お よ び 清 涼 感 の 持 続 性
清 涼 剤 を 気 温 ２ ７ ℃ の 恒 温 室 に て 、 成 人 ４ 人 （ 男 性 ２ 、 女 性 ２ ） の 前 腕 部 の 約 ５ ｃ ｍ ２ 　

の 領 域 に １ ０ ｍ Ｌ の 量 で 塗 布 し 、 自 然 乾 燥 さ せ た 。 清 涼 剤 を 皮 膚 に 塗 布 し た 時 点 か ら 、 清
涼 感 が 発 現 さ れ る ま で の 時 間 を 測 定 し 、 そ の 測 定 時 間 の 平 均 値 を 清 涼 感 の 発 現 の 遅 延 性 の
指 標 と し た 。 そ の 測 定 時 間 の 平 均 値 が 大 き い ほ ど 、 清 涼 感 の 発 現 の 遅 延 性 に 優 れ て い る こ
と が 示 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
一 方 、 清 涼 剤 を 皮 膚 に 塗 布 し た 後 、 清 涼 感 が 発 現 さ れ た と 感 じ ら れ る 時 点 か ら 清 涼 感 が 消
失 し た と 感 じ ら れ る ま で の 時 間 （ 清 涼 感 の 持 続 時 間 ） を 測 定 し 、 そ の 測 定 時 間 の 平 均 値 を
清 涼 感 の 持 続 性 の 指 標 と し た 。 そ の 測 定 時 間 の 平 均 値 が 大 き い ほ ど 、 清 涼 感 の 持 続 性 に 優
れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
【 表 １ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ３ ９ 】
表 １ に 示 さ れ た 結 果 か ら 、 実 施 例 １ で 得 ら れ た 清 涼 剤 は 、 Ｎ ， Ｎ ， Ｎ － ト リ メ チ ル グ リ シ
ン メ ン チ ル エ ス テ ル 塩 が 用 い ら れ て い る の で 、 比 較 例 １ ～ ３ で 得 ら れ た 従 来 の 清 涼 剤 と 対
比 し て 、 水 溶 性 、 清 涼 感 の 発 現 の 遅 延 性 お よ び 清 涼 感 の 持 続 性 の い ず れ に も 優 れ て い る こ
と が わ か る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
【 発 明 の 効 果 】
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本 発 明 の 清 涼 剤 は 、 水 溶 性 、 清 涼 感 の 発 現 の 遅 延 性 お よ び 清 涼 感 の 持 続 性 に 優 れ て い る の
で 、 例 え ば 、 頭 皮 頭 髪 化 粧 料 、 ボ デ ィ ケ ア 用 化 粧 料 、 口 腔 用 化 粧 料 な ど の 化 粧 料 や 、 皮 膚
外 用 医 薬 品 な ど に 好 適 に 使 用 す る こ と が で き る 。
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